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11
月
24
日
、
秋
篠
宮
妃
殿
下
が
オ
ラ
ン

ダ
王
室
の
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ン
妃
殿
下
と
共

に
、
佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

ご
視
察
に
な
り
ま
し
た
。

　

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
の
事
業

の
一
環
で
、
町
内
で
創
作
活
動
を
行
う
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
ア
リ
キ
・
ヴ
ァ
ン
デ
・
ク
ル

イ
ス
さ
ん
ら
の
活
動
を
ご
視
察
。

　

九
州
陶
磁
文
化
館
で
は
、
鈴
田
由
紀
夫

館
長
の
案
内
で
、「
蒲か
ん

原ば
ら

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
ご
鑑
賞
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
昨
年
の
県
主
催
の
有
田

焼
創
業
４
０
０
年
事
業
で
、
海
外
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
窯
元
商
社
が
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン

ド
「
２
０
１
６
／
」
や
泉
山
磁
石
場
を
ご

視
察
に
な
り
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
を
結
ぶ

有
田
焼
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

今月の PICK UP NEWS !!

秋篠宮妃殿下  町内各施設をご視察

１アリキさん（左）が制作した作品をご鑑賞になる秋篠宮妃殿下（右）と
ローレンティン妃殿下（中央）〔窯業技術センター〕/ ２, ３鈴田館長（右）
の説明で、約 300 年前に有田で作られ、ヨーロッパに運ばれた里帰りの作
品を集めた蒲原コレクションをご鑑賞になりました。〔九州陶磁文化館〕
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今月の表紙
　今月の表紙には、広報有田 2017 年１月号～ 12

月号の「お誕生日おめでとう」コーナーにご応募

いただいたお子さん 92 人を掲載しています。た

くさんのご応募をありがとうございました。

　お誕生日おめでとうコーナーでは、毎月、その

月にお誕生日を迎える１歳～３歳のお子さんを掲

載しています。現在２月生まれのお子さんを募集

していますので、たくさんのご応募をお待ちして

います。

　2018 年も笑顔あふれる有田町でありますよう

に。（26,27 ページに関連記事掲載）
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ま ち の 話 題

12
16

タロフェス - タロウと森と子どもたち -
岡本太郎を知るきっかけに

　

芸
術
家
・
岡
本
太
郎
氏
の

作
品
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、

「
タ
ロ
フ
ェ
ス
―

タ
ロ
ウ
と
森

と
子
ど
も
た
ち
―

」
が
、
12
月

16
日
と
17
日
に
焱
の
博
記
念

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
川
崎
市
岡
本
太

郎
美
術
館
学
芸
員
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
有
田
工
業
高
校
吹

奏
楽
部
な
ど
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
岡
本
作
品
の
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
岡
本
太

郎
氏
の
魅
力
が
伝
わ
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

▲町内の園児や小中学生などが描いた岡本作品の塗り絵 約
2000 枚を使って作られた、「太陽の塔」のモザイクアート

12
17

唐船城築城 800 年記念学習会

唐船城 800 年の歴史を学ぶ

▲参加者は、池田さんの講演に熱心に耳を傾け、唐船城を築
いた有田氏について理解を深めました。

　

唐
船
城
築
城
８
０
０
年
記

念
に
先
駆
け
て
、
町
民
に
唐

船
城
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
唐
船

城
築
城
８
０
０
年
記
念
学
習

会
が
西
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

町
民
な
ど
約
１
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
郷
土
史
家

の
池
田
德
馬
さ
ん
は
、
有
田

町
の
源
流
と
な
る
有
田
氏
と

有
田
氏
が
居
城
と
し
て
い
た

唐
船
城
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

12
４

歳末特別パトロール出発式

安全で住みよい地域の実現へ
　

歳
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
の
出

発
式
が
有
田
幹
部
派
出
所
で
行

わ
れ
、
町
内
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
21
団
体
か
ら
代
表
者
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
発
に
あ
た
り
陶
都
有
田

自
主
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
連
合
会
（
浦
川
友
喜
会
長
）

を
代
表
し
、
二
ノ
瀬
レ
モ
ン

隊
の
福
田
タ
ヱ
子
さ
ん
が
「
関

係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
の
実

現
に
向
け
て
活
動
し
ま
す
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▲有田町防犯協会の山口隆敏会長に決意表明をする、福田さ
ん（右）

12
１

消防団積載車　交付式
消防力向上に期待

▲山口隆敏町長より目録を受け取った渕上弘德消防団長は、
「大切に使わせていただきます」と謝辞を述べました。

　

消
防
団
第
三
分
団
第
四
部

二
号
機
械
班
（
楠
木
原
）
と

第
四
分
団
第
三
部
二
号
機
械

班
（
桑
木
原
）
の
可
搬
ポ
ン

プ
付
き
積
載
車
が
更
新
配
備

さ
れ
、
役
場
前
で
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
車
両
は
約
20

年
間
に
わ
た
り
訓
練
や
火
災

予
防
活
動
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
更
新
配
備

を
通
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す

の
消
防
力
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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「
ひ
と
が
つ
な
が
り　

ひ
と
が
つ
ど
う

世
界
に
誇
れ
る
ま
ち　

有
田
」
の
実
現
に
向
け
て

有
田
町
長

山
口

敏
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
こ
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
を
契
機
に
、
有
田
焼
に
関

す
る
横
断
的
組
織
と
し
て
、
窯
業
関
係
者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
有

田
焼
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
て
、
有
田
焼
の
振
興
・
発
展
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
昨
年
の
日
本
遺
産
認
定
に

続
き
、
昨
年
12
月
に
、
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ
コ
モ
ス
）
の
国

内
委
員
会
が
、
後
世
に
残
し
た
い
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
と

し
て
「
有
田
の
文
化
的
景
観
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
は
、
有
田
町
の
源
流
と
な
る
有
田
氏
の
居
城
と
な

っ
た
唐
船
城
が
築
城
８
０
０
年
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
明
治
維
新
か

ら
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

他
市
町
に
は
見
ら
れ
な
い
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
、
本
町
固
有

の
魅
力
を
強
化
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
は
、
今
後
10
カ
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
る

第
２
次
有
田
町
総
合
計
画
が
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

将
来
像
「
ひ
と
が
つ
な
が
り　

ひ
と
が
つ
ど
う　

世
界
に
誇
れ
る
ま

ち　

有
田
」
の
実
現
に
向
け
、「
住
民
参
画
・
協
働
」「
福
祉
・
保
健
・

医
療
」「
生
活
環
境
基
盤
」「
産
業
振
興
・
観
光
」「
文
化
・
教
育
」

に
つ
い
て
基
本
目
標
を
設
定
し
、
現
在
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し

て
、
皆
さ
ま
と
共
に
地
域
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
愛
あ
る
ま
ご
こ
ろ
の
政
治
」
を
信
条

と
し
て
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
、

精
進
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

ARITA 2018.1 4



平成 30 年 新年のごあいさつ

各
事
業
の
動
き
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

唐
船
城
築
城
８
０
０
年
記
念
事
業

　

本
年
、
唐
船
城
築
城
８
０
０
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
12
月
20
日

に
実
行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

事
業
に
先
立
ち
、
昨
年
12
月
17
日

に
地
元
の
郷
土
史
家
に
よ
る
学
習
会

を
開
き
、
唐
船
城
を
築
い
た
有
田
氏

に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
理
解

を
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
残
る
歴
史
資
源
を
活
用

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域

の
活
性
化
を
果
た
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

歴
史
、
自
然
、
文
化
な
ど
の
豊
か

な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
着
地
型
観

光
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
開
発

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
の
環
境

整
備
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
や
周
辺
自
治
体

な
ど
と
連
携
し
て
、
広
域
観
光
体
制

の
充
実
を
図
り
、
通
年
観
光
客
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

持
続
性
の
あ
る
農
業
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
で
き
る
農
業
・
農
村
の

実
現
に
向
け
、
特
産
品
開
発
を
は
じ

め
、
安
心
・
安
全
で
高
品
質
の
農
畜

産
物
生
産
体
制
を
構
築
し
、
産
地
銘

柄
の
確
立
と
、
生な
り

業わ
い

と
し
て
の
農
業

に
従
事
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

商
工
の
振
興

　

４
０
０
年
の
伝
統
と
歴
史
を
有
す

る
有
田
焼
の
更
な
る
振
興
を
図
る
た

め
、
県
、
関
係
機
関
、
各
種
団
体
な

ど
と
連
携
を
強
化
し
、
原
材
料
の
確

保
を
は
じ
め
、
多
様
化
す
る
市
場
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
新
商
品
や
新
技
術
の

開
発
、国
内
外
に
お
け
る
販
路
開
拓
、

人
材
の
確
保
・
後
継
者
育
成
な
ど
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

起
業
創
業
の
取
り
組
み
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
有
田
商
工

会
議
所
、
町
内
金
融
機
関
な
ど
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の

経
営
の
安
定
化
・
合
理
化
、
各
種
資

金
融
資
制
度
の
活
用
を
促
進
し
な
が

ら
、
経
済
の
活
性
化
と
経
営
基
盤
の

強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
策
定
し
た
第
２
次
有
田
町

総
合
計
画
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
総
合
計
画
は
今
後

10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で

あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
将

来
像
「
ひ
と
が
つ
な
が
り　

ひ
と
が

つ
ど
う　

世
界
に
誇
れ
る
ま
ち　

有

田
」
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

道
路
の
整
備

　

国
道
２
０
２
号
線
の
蔵
宿
・
下
山

谷
地
区
の
歩
道
整
備
を
は
じ
め
、
県

道
伊
万
里
有
田
線
の
幹
線
道
路
整

備
、
県
道
大
木
有
田
線
の
外
尾
山
Ｊ

Ｒ
ガ
ー
ド
下
の
冠
水
対
策
、
県
道
川

棚
有
田
線
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
段
差
解

消
）
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
国
や
県

に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
早
期
着

工
・
完
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
促

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し

て
、
都
市
計
画
道
路
の
町
道
南
原
原

宿
線
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
取
り

組
み
、
道
路
交
通
網
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
し
ま
す
。

河
川
の
整
備

　

二
級
河
川
有
田
川
の
「
有
田
川
総

合
開
発
事
業
（
猿
川
ダ
ム
）」
中
止

に
伴
い
、
治
水
・
洪
水
調
節
機
能
を

補
完
す
る
た
め
、
河
川
の
局
部
改
修

を
県
に
要
請
し
て
整
備
を
促
進
し
ま

す
。
平
成
30
年
度
は
、
黒
川
地
区
の

整
備
を
継
続
し
て
実
施
予
定
で
す
。

教
育

　

有
田
小
学
校
改
築
事
業
に
お
い
て

は
、
２
月
末
ま
で
に
完
成
す
る
め
ど

が
立
ち
ま
し
た
。
３
月
か
ら
は
新
し

い
校
舎
で
学
び
、
地
域
の
方
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
コ
ミ
ュ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
制
度
な
ど
を
取
り
入
れ
た

開
放
型
の
学
校
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
小
中
学
校
の
特

別
支
援
教
育
の
充
実
を
引
き
続
き
行

い
、
支
援
教
室
の
増
加
と
特
別
支
援

員
の
増
員
を
図
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
道
徳
教
育
、
新
し
い
英
語
教
育
が

始
ま
っ
て
き
て
お
り
、
教
育
改
革
の

波
が
来
て
い
ま
す
。
町
で
も
、
総
合

教
育
会
議
な
ど
で
協
議
を
重
ね
な
が

ら
進
展
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

社
会
体
育
施
設
に
お
い
て
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
や
野
球
、サ
ッ
カ
ー
な
ど
、

夜
間
の
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
中

央
運
動
公
園
の
夜
間
照
明
施
設
を
整

備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の

安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
の
た

め
、
有
田
小
学
校
の
よ
い
こ
の
部
屋

を
建
設
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

福
祉
の
向
上

　

平
成
30
年
度
か
ら
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
や
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
は
、

新
た
な
計
画
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
少
子

高
齢
化
が
進
む
地
域
で
の
生
活
を

維
持
す
る
た
め
、
全
て
の
世
代
の
住

民
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
生
涯
を

通
じ
て
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
適
切
か

つ
持
続
可
能
な
医
療
や
介
護
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
、
安
心
し
て
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

で
き
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
体
制
づ
く
り
に
一
層
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
意
識
も
高

ま
り
、
有
田
町
に
も
多
く
の
寄
附
金

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま

ち
づ
く
り
の
重
要
な
財
源
と
な
り
、

未
来
を
担
う
人
づ
く
り
、
地
域
福
祉

の
向
上
な
ど
に
役
立
て
い
ま
す
。

　

お
礼
の
品
に
つ
い
て
は
、
町
内
企

業
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
商

品
や
有
田
の
産
業
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と

し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
商
工
業
・
農
業
の
振
興
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
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１
月
３
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
成
人
式
を

開
催
。新
成
人
２
４
３
人
の
門
出
を
祝
う
。

８
日　

焱
の
博
記
念
堂
で
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
消
防
団
員
４
１
３
人

が
出
席
。

２
月
４
日　
「
第
12
回
有
田
雛ひ

い
なの

や
き
も

の
ま
つ
り
」
が
開
催
（
３
月
20
日
ま
で
）。

26
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
を
記
念

し
、
小
中
学
生
約
１
７
０
０
人
が
書
い
た

作
文
や
、
有
田
の
現
状
が
分
か
る
資
料
な

ど
を
先
人
陶
工
の
碑
に
封
か
ん
。
今
回
の

収
納
物
は
25
年
後
に
開
封
予
定
。

３
月
１
日　

最
終
回
と
な
る
、第
24
回「
日

本
磁
器
誕
生
・
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事

業
実
行
委
員
会
」
を
開
催
。
３
月
31
日
を

も
っ
て
、
当
委
員
会
は
解
散
。

５
日　
「
女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
を
焱

の
博
記
念
堂
で
開
催
。

31
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
推
進

課
に
所
属
し
て
い
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
塚
島
有
津
紀
さ
ん
が
退
任
。

４
月
１
日　

佐
賀
県
重
要
文
化
財
・
有
田

異
人
館
の
復
原
保
存
修
理
が
完
了
し
、
一

般
公
開
を
開
始
。

１
日　

有
田
窯
業
大
学
校
と
佐
賀
大
学
が

統
合
し
、
佐
賀
大
学
有
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
設
。

７
月
３
日　

髙
橋
葉
月
さ
ん
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
就
任
（
農
林
課
付
け
）。

５
日　

福
岡
県
と
大
分
県
を
中
心
に
「
平

成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
」
が
発
生
。
町

内
で
も
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。

29
日　
「
第
７
回
有
田
夏
祭
り
納
涼
花
火
大

会
」
が
歴
史
と
文
化
の
森
公
園
で
開
催
。

30
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

前
期
（
軟

式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
水
泳
）
を
開
催
。（
軟
式
野
球
は

７
月
２
日
に
も
開
催
）

８
月
８
日　

有
田
焼
に
関
す
る
横
断
的
組

織
と
し
て
、
窯
業
関
係
者
ら
が
中
心
と
な

っ
て
「
有
田
焼
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

発
足
。
初
会
合
が
チ
ャ
イ
ナ
オ
ン
ザ
パ
ー

ク 

忠
次
館
で
行
わ
れ
た
。

10
日　

辻
昇
楽
（
本
名
・
辻
人
之
）
さ
ん
（
赤

絵
町
）
が
、「
上
絵
具
製
造
」
と
し
て
国
の

選
定
保
存
技
術
者
に
選
定
。

９
月
10
日　

町
民
体
育
大
会
を
開
催
。
有

田
中
学
校
区
は
６
区
が
６
連
覇
を
果
た

し
、
西
有
田
中
学
校
区
は
北
ノ
川
内
地
区

が
総
合
優
勝
を
果
た
す
。

10
月
14
日　

第
70
回
県
民
体
育
大
会
が
開

催
（
15
日
ま
で
）。
有
田
町
か
ら
は
20
競

技
に
参
加
し
、
町
の
部
で
３
年
ぶ
り
４
回

目
の
優
勝
を
果
た
す
。

2017 年は皆さんにとってどんな年でしたか。
ここでは町の出来事とともに１年間を振り返ってみます。
新年も皆さんにとって素晴らしい１年になりますように。

▲タイムカプセル封かん

▲ 有田夏祭り納涼花火大会▲ 有田皿山まつり

▲ 有田焼創業 400 年事業実行委員会

▲ 町民体育大会

▲ 有田異人館

▲ 有田焼未来プロジェクト発足

１
月

２
月

３
月

４
月

７
月

８
月

９
月

10
月
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６
日　

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ

た
「
エ
ル
・
デ
コ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル 

デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」
の

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
部
門
で
、
県
主
催
の
有

田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
の
一
環
で
、
海

外
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
窯
元
商
社
が
立
ち
上

げ
た
ブ
ラ
ン
ド
「
２
０
１
６
／
」
が
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
。

29
日　
「
第
１
１
４
回
有
田
陶
器
市
」
が

始
ま
る
（
５
月
５
日
ま
で
）。
１
２
８
万
人

が
来
場
。

29
日　
「
第
１
１
４
回
有
田
国
際
陶
磁

展
」
を
開
催
（
５
月
７
日
ま
で
）。

５
月
１
日　

上
野
菜
穂
子
さ
ん
が
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
（
ま
ち
づ
く
り
課

付
け
）。

17
日　

有
田
焼
創
業
４
０
０
年
事
業
の

一
環
で
、
全
国
９
カ
所
の
百
貨
店
で
開
催

し
た
企
画
展
「
４
０
０
年
有
田
の
魅
力

展
」
が
、「
２
０
１
６
年
度 

百
貨
店
バ
イ

ヤ
ー
ズ
賞
リ
ビ
ン
グ 

特
別
賞
」
を
受
賞
。

６
月
１
日　

町
内
の
名
産
品
な
ど
を
取
り

扱
う
「
有
田
銘
品
館
」
が
有
田
駅
構
内
に

オ
ー
プ
ン
。

18
日　

山
本
幸
三
元
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
が
、
県
内
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
取

り
組
み
な
ど
を
視
察
。
町
内
で
は
、
井
上

萬
二
窯
な
ど
４
カ
所
を
訪
問
し
た
。

22
日　
「
有
田
町
感
謝
祭
」
を
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
町
に
貢
献
さ
れ
た
全
４

団
体
・
個
人
69
人
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

22
日　
「
第
59
回
有
田
皿
山
ま
つ
り
」
が

開
催
。
当
番
区
は
四
区
。

29
日　

町
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
後
期
（
卓

球
、
駅
伝
競
走
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
）
を
開
催
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
雨
天
の
た
め
中
止
。

29
日　
「
有
田
町
文
化
祭
」
を
町
内
各
所

で
開
催
（
11
月
19
日
ま
で
）。

11
月
１
日　
「
有
田
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
（
11
月
30
日
ま
で
）。

12
日　
「
石
場
相
撲
大
会
」
を
白
磁
ヶ
丘

相
撲
場
で
開
催
。

22
日　
「
第
13
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ

り
」
開
催
（
26
日
ま
で
）。

24
日　

秋
篠
宮
妃
殿
下
が
オ
ラ
ン
ダ
王

室
の
ロ
ー
レ
ン
テ
ィ
ン
妃
殿
下
と
共
に
、

佐
賀
県
窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
町
内

４
カ
所
を
ご
視
察
。

26
日　
「
第
５
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
を
役
場
と
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
周

辺
地
で
開
催
。

12
月
８
日　

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ

コ
モ
ス
）
の
国
内
委
員
会
で
、「
有
田
の

文
化
的
景
観
」
が
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産

20
選
」
に
選
定
。

▲ 「2016 ／」がグランプリを受賞

▲ 有田皿山まつり

▲ 有田陶器市

▲有田まちなかフェスティバル（アリタンピック）

▲ 400 年有田の魅力展

▲石場相撲大会

年を振り返る2017
５
月

６
月

11
月2018 年
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有田・食と農業まつり

　
「
第
５
回
有
田
・
食
と
農
業
ま
つ

り
」
が
11
月
26
日
、
役
場
と
体
育
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
周
辺
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
協
力
に

よ
る
戸
矢
か
ぶ
な
ど
の
地
元
新
鮮

野
菜
を
使
用
し
た
１
０
０
０
人
分

の
「
元
気
鍋
」
や
、
婦
人
会
と
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
協
力
に
よ
る
つ
き
た
て

の
餅
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
育

て
た
農
産
物
を
集
め
た
「
農
産
物
品

評
会
・
即
売
会
」
で
は
、
即
売
会
開

始
と
同
時
に
地
元
の
お
い
し
い
野

菜
を
求
め
て
多
く
の
方
が
押
し
寄

せ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し

た
。

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
木
工
体
験

や
し
め
縄
づ
く
り
、
動
物
ふ
れ
あ
い

体
験
、
佐
世
保
工
業
高
校
に
よ
る
ミ

ニ
電
車
の
試
乗
の
ほ
か
、
み
そ
玉
づ

く
り
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

な
ど
の
食
に
ま
つ
わ
る
体
験
も
充

実
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
お
お
や
ま

保
育
園
や
は
が
く
れ
劇
団
「
美
田
ん

中
」
な
ど
、
町
内
外
か
ら
11
団
体
約

１
９
０
人
が
出
演
し
、
歌
や
ダ
ン

ス
、
楽
器
の
演
奏
な
ど
で
会
場
を
盛

第５回

１

２５

４ ３

６

９

10

11

12

13

14
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食は元気の源！

り
上
げ
ま
し
た
。

　

前
日
に
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
前
広
場

で
開
催
さ
れ
た
、
前
夜
祭
「
棚
田
横

丁
」
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、
有
田
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
と
有

田
相
撲
甚
句
の
会
が
出
演
。
参
加
者

は
、
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
お
つ
ま
み

を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
参
加
者
同
士
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
も
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た「
有
田
・

食
と
農
業
ま
つ
り
」。
多
く
の
方
が

訪
れ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

心
が
弾
む
よ
う
な
お
い
し
い
お
も

て
な
し
と
、
そ
れ
を
通
し
て
生
ま
れ

る
笑
顔
。
楽
し
く
て
、
心
が
温
か
く

な
る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

1000 人分の元気鍋に
は、豚肉や戸矢かぶ、
大根、ニンジンなど、
有田で採れた農畜産物

がいっぱい！

農産物品評会の結果

最優秀賞「タマネギ」
福田九州男さん（北ノ川内）

優秀賞「ブロッコリー」
北川利和さん（上山谷）

優秀賞「白菜」　
西山英樹さん（蔵宿）

優良賞「ショウガ」
堀哲男さん（二ノ瀬）

優良賞「キュウリ」
佐藤哲也さん（立部）

優良賞「シイタケ」
馬場憲雄さん（大木宿）

１ヒットだ！ターゲット / ２
AKM アミューズによるミュ
ージカル / ３しめ縄づくり /
４有田工業高校生徒による
手ぬぐいづくりワークショ
ッ プ / ５ 農 産 物 即 売 会 / ６
1000 人分の元気鍋 / ７ダッ
チオーブンを使って調理す
るアウトドアクッキング / ８
木工体験 / ９有田相撲甚句の
会による相撲甚句の披露 /10
おおやま保育園による遊戯
/11 棚田横丁での出店 /12 み
そ玉づくり /13 佐世保工業
高校生徒によるミニ電車の
試乗 /14 動物ふれあい体験
/15 棚田横丁での有田ピアチ
ェーレによるミュージカル
/16 有田はがくれ劇団「美田
ん中」によるオレオレ詐欺被
害防止をテーマにした寸劇

７

８

15

16
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秋
の
有
田
を
満
喫

秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り

第
13
回

　

第
13
回
秋
の
有
田
陶
磁
器
ま
つ
り
が

11
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
町
内
各
所
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
期
間
中

に
約
13
万
５
千
人
が
来
場
。
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
や
各
商
店
会
・
施
設
な
ど
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
有
田
の
魅
力
や
歴
史
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
ガ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

も
充
実
。
観
光
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る
「
ガ

イ
ド
が
ご
案
内
！
幕
末
維
新
と
有
田
」

で
は
、
有
田
異
人
館
や
香
蘭
社
な
ど
、
町

内
の
明
治
時
代
に
ま
つ
わ
る
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
り
ま
し
た
。
ま
た
、
泉
山
磁
石
場
と
陶

山
神
社
で
は
、
町
内
の
小
学
生
が
「
有
田

ま
ち
な
か
案
内
ジ
ュ
ニ
ア
隊
」
と
し
て
、

大
人
顔
負
け
の
ガ
イ
ド
を
披
露
し
、
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
ゆ
っ
く
り
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
り
、
紅
葉
散
策
に
出
か
け
た
り
と
、

秋
の
有
田
を
満
喫
し
ま
し
た
。

第13回 秋の有田陶磁器まつり

第８回「秋の有田」写真コンテスト
最優秀賞「ねんりん」
宮原克次さん（福岡県久留米市）

第８回「秋の有田」写真コンテスト
優秀賞「秋の器の街を散策」
川原義則さん（伊万里市）
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

「
有
田
の
文
化
的
景
観
」
が

「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
に
選
定

　

平
成
29
年
12

月
８
日
付
け

で
、「
有
田
の

文
化
的
景
観
」

が
「
日
本
の
20

世
紀
遺
産
20

選
」
に
選
定
さ

20 世紀
遺産

れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
と
は
、
有
識

者
で
つ
く
る
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ

コ
モ
ス
）
の
国
内
委
員
会
が
、
後
世
に
残

し
た
い
遺
産
と
し
て
選
定
し
た
も
の
で
、

全
20
カ
所
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

イ
コ
モ
ス
の
調
査
に
資
料
収
集
な
ど
で

協
力
さ
れ
た
、
町
内
建
築
家
の
清
水
耕
一

郎
さ
ん
は
「
窯
業
を
生な
り

業わ
い

と
し
た
景
観
が

４
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
は
大
変

素
晴
ら
し
く
、
他
の
町
に
は
な
い
も
の
。

町
民
が
町
に
誇
り
を
持
ち
、
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
町
民
・
行
政
・
専
門
家
が
一

体
と
な
っ
て
有
田
の
町
を
育
て
、
守
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
有
田
の
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
要
素

　

町
並
み
や
産
業
、
文
化
施
設
群
で
構
成

さ
れ
る
有
田
の
文
化
的
景
観
は
、
20
世
紀

に
継
続
発
展
し
た
伝
統
産
業
景
観
の
代

表
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

①
町
並
み

　

中
心
街
（
内
山
地
区
）
は
、
江
戸
初
期

に
陶
磁
器
の
原
料
の
発
見
が
き
っ
か
け
で

窯
業
が
生
業
と
な
り
、
町
の
基
盤
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、文
政
11
年
（
１
８
２
８

年
）
の
大
火
で
中
心
街
の
ほ
と
ん
ど
が
消

失
し
ま
し
た
が
、
商
人
た
ち
に
よ
る
復
興

は
早
く
、
今
で
も
一
部
の
建
物
は
現
存
し

て
い
ま
す
。
昭
和
３
～
７
年
の
表
通
り
拡

幅
工
事
に
伴
い
、
各
建
物
は
前
面
を
削
っ

た
り
、曳ひ
き

家や

や
建
て
替
え
を
し
た
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
不
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
町
並
み
の
壁

線
面
が
整
え
ら
れ
、
現
在
の
景
観
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

周
辺
地
区
は
、
窯
業
が
継
続
発
展
し
た

こ
と
で
、
そ
れ
を
支
え
た
窯
業
関
連
施
設

文
化
施
設
群
が
一
体
と
な
っ
て
景
観
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

②
産
業

古
窯
跡
（
66
カ
所
）、
窯
元
、
陶
芸
作
家
、

陶
磁
器
店
舗
な
ど

③
文
化
施
設
群

九
州
陶
磁
文
化
館
、窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

歴
史
民
族
資
料
館
、
有
田
陶
磁
美
術
館
、

歴
史
と
文
化
の
森
公
園
・
焱
の
博
記
念
堂

▲内山地区の町並み

人権
　

１
月
１
日
付

け
で
、
池
田
晋

一
郎
さ
ん
（
山

谷
切
口
）
が
人

権
擁
護
委
員
に

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
30
年

１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

池
田
晋
一
郎
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
長
の
推
薦
を
経

て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
方
で
、

町
内
で
は
、
７
人
の
委
員
の
方
々
が
人
権

相
談
や
人
権
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
住
民
環
境
課☎

46
・
２
１
１
４

まち
づくり

　

有
田
町
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
、

今
後
10
年
間
の
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
の
基
本
指
針
と
し

て
、
第
２
次
有
田
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回

審
議
会
で
最
終
案
が
ま
と
ま
り
、
11
月
27

日
に
岩
崎
数
馬
審
議
会
会
長
か
ら
山
口
隆

敏
町
長
へ
「
町
民
の
積
極
的
か
つ
建
設
的

な
意
見
が
結
集
し
た
も
の
で
す
。
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
く
だ

さ
い
」
と
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
答
申

を
受
け
取
っ
た
山
口
町
長
は
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
世
界
に
誇
れ
る
ま

ち
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

▲岩崎会長（右）から山口町長（左）へ
答申が手渡されました。

第
２
次
有
田
町
総
合
計
画
が

答
申
さ
れ
ま
し
た
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行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～行政ナビ   ～  町からのお知らせ  ～

参
加
費
▼
無
料

申
込
方
法
▼

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ま
ち

づ
く
り
課
内
「
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

申
込
書
▼
役
場
、
東
出
張
所
、
ま
た
は
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
46
・
２
９
９
０

46
・
２
１
０
０

 m
achidukuri@

tow
n.arita.lg.jp

　

有
田
女
性
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、「
女

性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田
」
で
実
施
す
る
「
赤

ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
の
出
場
者
を

募
集
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
４
日
（
日
）

・ 

受
付　
　
　

12
時
30
分
～
13
時

・ 

競
技
開
始　

13
時
30
分
（
予
定
）

場
所
▼
焱
の
博
記
念
堂

参
加
資
格
▼

・ 

立
ち
歩
き
を
し
な
い
１
歳
未
満
の
乳
児

・ 

町
内
在
住
者
、
ま
た
は
そ
の
親
族

レ
ー
ス
内
容
▼

・ 

Ａ
＝
は
い
は
い
ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス

・ 

Ｂ
＝
は
い
は
い
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

（
応
募
者
を
ビ
ギ
ナ
ー
・
ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
ス

に
分
け
、
各
コ
ー
ス
５
人
ず
つ
の
３
レ
ー
ス

で
予
選
・
決
勝
を
行
い
ま
す
。）

・ 

コ
ー
ス
は
４
ｍ
で
、
制
限
時
間
１
分

・ 

途
中
歩
い
た
場
合
は
失
格

募
集
人
数
▼
各
コ
ー
ス
15
人

賞
品
▼

・ 

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
＝
各
コ
ー
ス
の
優
勝

者
・ 

参
加
賞
＝
全
員

募
集
締
切
▼
２
月
16
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

女
性
フ
ェ
ス
タ
in
有
田

「
赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
レ
ー
ス
」
出
場
者
募
集

募集

FAX

▲ 昨年の「赤ちゃんはいはいレース」の様子

add

　
「
免
許
返
納
を
考
え
て
い
る
け
ど
、
返

納
し
た
後
の
生
活
が
不
安
」「
時
刻
表
を

見
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
」。
そ
ん
な
悩
み

を
お
持
ち
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な

と
き
は
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
時
刻
表
」
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
だ
け
で
な
く
、
Ｊ

Ｒ
や
Ｍ
Ｒ
な
ど
、
目
的
や
利
用
時
間
に
合

わ
せ
た
公
共
交
通
機
関
、
発
着
時
間
、
所

要
時
間
な
ど
を
表
示
し
た
そ
の
人
に
合
わ

せ
た
時
刻
表
を
作
成
し
、お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
方
法
▼
ま
ち
づ
く
り
課
へ
電
話
ま
た

は
直
接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０

公共
交通

見
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
時
刻
表
を

作
成
し
ま
す

バス価
格
▼

・ 

年
間
【
通
常
】
１
万
２
０
０
０
円

→
【
割
引
後
価
格
】
４
８
０
０
円

・ 

半
年
【
通
常
】
６
０
０
０
円

→
【
割
引
後
価
格
】
２
４
０
０
円

75
歳
以
上
の
免
許
返
納
を
さ
れ
た
方
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

パ
ス
券
を
割
引
し
ま
す

販
売
場
所
▼

※
購
入
の
際
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
ま
ち
づ
く
り
課

☎
46
・
２
９
９
０▲オーダーメイド時刻表の一例

●有田町コミュニティバス 　乗車バス停：三代橋

（平日）午前中 　片道 200 円
駅前商店街（徳久商店・山下肉屋・大曲鮮魚店・ふじせなど）

（行き） （帰り）
三代橋 有田駅前 滞在時間 有田駅前 三代橋

7：45 → 7：51 36 分 8：27 → 8：32
9：19 → 9：25 36 分 10：01 → 10：06

10：53 → 10：59 40 分 11：35 → 11：40

（土日・祝日） 　片道 200 円
駅前商店街（徳久商店・山下肉屋・大曲鮮魚店・ふじせなど）

（行き） （帰り）
三代橋 → 有田駅前 滞在時間 有田駅前 → 三代橋

9：42 → 10：00 2 時間 12 分 12：12 → 12：17
12：17 → 12：35 2 時間 31 分 15：06 → 15：11
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

百歳
祝い

　

昨
年
12
月
14
日
に
渡
邉
ユ
キ
エ
さ
ん

（
立
部
）
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
、「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
に
み
」
で
お
祝
い

が
あ
り
、
町
か
ら
「
祝
百
寿
」
と
書
か
れ

た
書
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

笑
顔
が
す
て
き
な
ユ
キ
エ
さ
ん
。
朗
ら

か
に
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
、
ご
長
寿
の

秘
訣
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

百
歳
祝
い

渡
邉
ユ
キ
エ
さ
ん

少
年
補
導
功
労
者
表
彰
に

沖
田
末
美
さ
ん
・
金
武
正
喜
さ
ん

　

少
年
補
導
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
昨

年
11
月
26
日
に
神
埼
市
で
開
催
さ
れ
、
有

田
地
区
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
の
沖
田

末
美
さ
ん
（
北
ノ
川
内
）
が
九
州
功
労
者
表

彰
を
、
金
武
正
喜
さ
ん
（
二
ノ
瀬
）
が
佐
賀

県
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
る
少
年
非
行
防

止
、
健
全
育
成
活
動
を
た
た
え
て
表
彰
す

る
も
の
で
、
沖
田
さ
ん
は
37
年
間
、
金
武

さ
ん
は
５
年
間
、
伊
万
里
警
察
署
の
補
導

員
と
し
て
協
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

沖
田
さ
ん
と
金
武
さ
ん
は
、「
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
の
び
の
び
と
成

長
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
し

青少年
健全
育成

て
い
き
た

い
。
青
少

年
に
関
す

る
悩
み
や

困
り
事
な

ど
、
お
気

軽
に
ご
相

談
く
だ
さ

い
」
と
話

▲沖田さん（左）、金武さん（右）

さ
れ
ま
し
た
。

　

少
年
補
導
員
は
、
県
防
犯
協
会
連
合
会

の
委
嘱
を
受
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
登

下
校
の
見
守
り
や
街
頭
指
導
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

日々
雇用
登録

職
種
▼
一
般
事
務
、
調
理
員
、
保
育
士
、

図
書
館
司
書
、
用
務
員
、
保
健
師
、
看
護

師
、
特
別
支
援
員
な
ど

勤
務
先
▼
町
内
の
公
共
施
設

登
録
期
間
▼
平
成
30
年
度

登
録
資
格
▼
事
務
職
は
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
、
保
育
士
・
図
書
館
司
書
・
保
健
師
・

看
護
師
は
資
格
が
必
要
で
す
。

採
用
▼
雇
用
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
登

録
者
に
連
絡
し
、面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
欠
員
な
ど
が
な
い
場
合
は
、
登
録
を
し

日
々
雇
用
職
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

登
録
方
法
▼
市
販
の
履
歴
書
に
希
望
す
る

職
種
・
資
格
な
ど
を
記
入
し
、
写
真
を
貼

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
調
理
員
、
司
書
、
用
務
員
を
希
望
さ
れ

る
方
は
学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）
へ
、
そ
れ
以
外
を
希
望
さ
れ
る

方
は
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
受
付
期
間
▼

１
月
22
日
（
月
）
か
ら
随
時
受
付

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１

広聴
　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
ご

提
案
を
聞
く
機
会
を
広
げ
、
行
政
運
営
に

役
立
て
る
た
め
、
役
場
お
よ
び
東
出
張
所

の
入
口
付
近
に
意
見
箱
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、郵
便
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 意

見
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

　

ご
意
見
や
困
り
事
な
ど
、
お
気
軽
に
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
所
や
氏
名
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
の
場
合
は

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
必
要
）
の
記
入
が

な
い
も
の
に
は
回
答
が
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
▼
総
務
課　

☎
46
・
２
１
１
１
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有
田
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
務

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

選挙
　

町
は
、
平
成
30
年
４
月
15
日
の
任
期
満

了
に
伴
う
有
田
町
長
選
挙
お
よ
び
有
田
町

議
会
議
員
選
挙
を
、
４
月
８
日
（
日
）
に

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
立
候
補
予
定
者
を
対

象
と
し
た
事
務
説
明
会
を
、
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

■
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

日
時
▼
２
月
５
日
（
月
）

　
　
　

14
時
～
（
受
付
は
13
時
30
分
～
）

場
所
▼
有
田
町
西
公
民
館　

ホ
ー
ル

（
有
田
町
立
部
乙
２
４
９
９
番
地
、
庁
舎

別
館
３
階
）

※
資
料
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
出
席
希
望

の
方
は
参
加
人
数
を
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙　

日
程

告
示
日
▼
４
月
３
日
（
火
）

投
開
票
日
▼ 

４
月
８
日
（
日
）

■
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

１
万
６
９
４
３
人

〔
平
成
29
年
12
月
１
日
現
在
〕

詳
し
く
は
▼
有
田
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
総
務
課
内
）　  

☎
46
・
２
１
１
１

平
成
29
年
度 

地
域
で
健
康
づ
く
り
「
住
民
主
体
の
通
い
の
場
事
業
」

実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

介護
予防

　

介
護
予
防
・

閉
じ
こ
も
り
予

防
・
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
自

治
公
民
館
や
空

き
店
舗
、
自
宅

な
ど
に
地
域
の

人
が
集
ま
っ
て
、
介
護
予
防
体
操
な
ど
を

実
施
す
る
任
意
の
団
体
に
対
し
て
、
補
助

金
を
支
給
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間
▼

１
月
４
日
（
木
）
～
２
月
16
日
（
金
）

実
施
期
間
▼
３
月
１
日（
木
）～
31
日（
土
）

登
録
の
要
件
▼

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

・ 

町
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

を
３
人
以
上
含
む
団
体
で
あ
る
こ
と
。

・ 

活
動
は
お
お
む
ね
週
１
回
以
上
実
施

し
、
１
回
の
開
所
時
間
が
１
時
間
以
上

で
あ
る
こ
と
。

・ 

町
が
行
う
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
受
講
終
了
し
た
サ
ポ
ー
タ

ー
を
支
援
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
。

※
実
施
団
体
の
中
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
な

い
場
合
、
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
よ
り
派
遣

を
行
い
ま
す
。

・ 

開
所
時
間
中
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
実
施
す

る
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
・
講
話
な

ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

・ 

政
治
・
宗
教
・
反
社
会
的
な
活
動
や
営

利
を
目
的
と
し
た
団
体
で
な
い
こ
と
。

補
助
の
内
容
（
補
助
上
限
額
）
▼

①
立
ち
上
げ
に
必
要
な
費
用

・ 

３
人
～
10
人
未
満
→
２
万
５
千
円

・ 
10
人
以
上
→
５
万
円

※
一
度
交
付
す
る
と
、
５
年
間
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

②
運
営
に
必
要
な
費
用
（
光
熱
水
費
・
賃

借
料
な
ど
）

・ 

３
人
～
10
人
未
満
→
１
万
円
／
月

・ 

10
人
以
上
→
２
万
円
／
月

※
毎
年
度
交
付
で
き
ま
す
。

登
録
の
手
続
き
▼

　
「
有
田
町
住
民
主
体
の
通
い
の
場
事
業

実
施
届
出
書
（
様
式
第
１
号
）」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
健
康
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
様
式
は
１
月
よ
り
健
康

福
祉
課
窓
口
に
て
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

※
登
録
や
そ
の
他
の
手
続
き
に
関
し
て
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
有
田

防災行政無線の
メール登録をお願いします

防災行政無線を聞き逃した場合でも、携
帯電話に届くメールで内容を確認するこ
とができます。
右の QR コードを読み取るか、アドレス

（携帯電話用）「http://www2.town.arita.saga.jp/apmmail/
mob/」から登録をお願いします。
※電話で放送内容を確認するときは ☎ 46･2961 まで

町
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
）
が
手
続
き

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

有
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
41
・
１
３
１
５

※
こ
の
事
業
は
、
平
成
30
年
度
以
降
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。
来
年
度
の
募
集
は

広
報
有
田
２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
担
当　
　
　

☎
43
・
２
１
７
９
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「
償
却
資
産
」
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
事
業
の
た
め
に
所

有
す
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
お
よ
び
備

品
な
ど
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
は
、
固
定
資
産
税
の
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
償
却
資
産
例
は

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
よ
う
な
資
産
は
申
告
の
対

象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
家
屋
（
家
屋
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
照

12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

固定
資産

明
・
空
調
設
備
な
ど
）

②
無
形
減
価
償
却
資
産（
特
許
権
、営
業
権
、

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
）

③
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産
ま
た
は
取

得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
、
法

人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
一
時
に
損

金
算
入
す
る
も
の
（
少
額
償
却
資
産
）

④
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年
間

で
均
等
償
却
す
る
も
の（
一
括
償
却
資
産
）

⑤
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
課
税

対
象
と
な
る
も
の

※
③
④
の
場
合
で
も
、
個
別
の
資
産
の
耐

用
年
数
で
通
常
の
減
価
償
却
を
し
て
い

る
と
、
課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
償
却
資
産
が
あ
る
と
き
は

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
地
方
税

法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
所
有
す

る
償
却
資
産
の
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
な
ど
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
中
に
資
産
の
増
減
が
無

い
場
合
も
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法

人
番
号
）
の
記
載
に
つ
い
て

　

個
人
の
方
は
12
桁
の
個
人
番
号
を
、
法

人
に
あ
っ
て
は
13
桁
の
法
人
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　

償
却
資
産
の
申
告
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
認
証
局
が
発
行
す
る

電
子
証
明
書
に
よ
る
電
子
署
名
が
必
要
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.eltax.

jp/

）
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て

　

事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
設
備
は
、
売

電
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
申
告
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
で
も
発
電
出
力

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
設
備
を
設
置
し
て

い
る
場
合
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

次
の
条
件
を
満
た
す
設
備
に
つ
い
て
は
、

取
得
の
翌
年
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、
課

税
標
準
額
が
３
分
の
２
の
額
と
な
り
ま
す
。

・ 

平
成
24
年
５
月
29
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
…
経
済
産
業
省
に

よ
る
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を
受

け
た
も
の

・ 

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
…
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
支
援
事
業

費
に
係
る
補
助
を
受
け
た
も
の

■
申
告
書
の
様
式
に
つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
償
却
資
産
申
告

書
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
く
ら
し
の
情
報
→

税
金
→
固
定
資
産
税

■
申
告
書
提
出
期
間

　

１
月
４
日
（
木
）
～
１
月
31
日
（
水
）

詳
し
く
は
▼
税
務
課　

☎
46
・
２
７
３
６

飲食店▶厨房設備、カラオケ機器など

工場▶各種製造設備、受変電設備など

建設業▶

パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業▶

理・美容いす、洗面設備など

医院▶ベッド、手術台、Ｘ線装置など

ガソリンスタンド▶

ガソリン計量器、洗車機など

商売店▶

陳列棚、レジスター、冷蔵庫など

太陽光発電設備▶

事業の用に供している設備、また個人で

発電出力 10 キロワット以上の設備を有し

ている場合など

主な償却資産例
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会議

町
内
体
育
施
設
の

利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
30
年
度
に
町
内
の
体
育
施
設
（
学

校
施
設
は
除
く
）
で
行
わ
れ
る
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
な
ど
の
日
程
調
整
を
行
う
た

め
、
利
用
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
す
。
大

会
な
ど
で
体
育
施
設
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、「
利
用
希
望
申
請
書
」
に

ご
記
入
の
上
、
２
月
16
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、利
用
調
整
会
議
の
日
程
な
ど（
２

月
下
旬
を
予
定
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
を

さ
れ
た
方
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

利
用
調
整
会
議
の
対
象
と
な
る
大
会
▼

全
国
大
会
、
九
州
大
会
、
県
大
会
、
全
町

規
模
の
大
会
、
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
規

模
の
大
き
な
大
会
。

※
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
大
会
の
内

容
、
規
模
な
ど
に
よ
り
調
整
の
上
、
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
町
主
催
の
行
事
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に
沿
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
生
涯
学
習
課☎

43
・
２
３
１
４

道路
開通

町
道
小
溝
原
・

穂
波
ノ
尾
線
が

開
通
し
ま
す

　

町
道
小
溝
原
・
穂
波
ノ
尾
線
の
未
開
通

と
な
っ
て
い
た
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
４
９
０
メ
ー

ト
ル
の
区
間
が
、
１
月
５
日
（
金
）
10
時

に
開
通
し
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
県
道
伊

万
里
有
田
線
と
県
道
大
木
有
田
線
を
結
ぶ

も
の
で
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

開
通
に
よ
り
、
福
祉
施
設
や
商
業
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
の
利
用
と
地

域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
建
設
課　

☎
46
・
５
６
１
５

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童
の

進
学
・
就
職
を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、
母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の
児
童

や
父
母
の
い
な
い
児
童
の
進
学
・
就
職
を

支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
や
就
学
支
度

資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象
者
▼
平
成
30
年
度
に
高
校
・
大
学
・

専
修
学
校
（
専
門
学
校
な
ど
）
へ
の
入
学

を
希
望
さ
れ
る
方

申
請
受
付
期
間
▼
３
月
16
日
（
金
）
ま
で

　

左
記
以
外
に
も
、
生
活
資
金
や
転
宅
資

金
な
ど
の
貸
し
付
け
が
あ
り
ま
す
。

修学資金（円 / 月額）

学校種別 公　立 私　立

高等学校 27,000（34,500） 45,000（52,500）

高等専門学校 31,500（33,750） 48,000（52,500）

短期大学 67,500（76,500） 79,500（90,000）

大　学 67,500（76,500） 81,000（96,000）

就学支度資金（円）

学校種別 公　立 私　立

高等学校
150,000（160,000） 410,000（420,000）

高等専門学校

短期大学
370,000（380,000） 580,000（590,000）

大　学

※（　）は自宅外通学の場合。
※　専修学校（専門学校など）も対象になります。

進学
就職
支援

　

資
金
の
貸
し
付
け
に
は
い
く
つ
か
の
条

件
が
あ
り
、
申
請
後
、
審
査
を
経
て
か
ら

決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
日
に
余
裕
を
持

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
▼

・ 

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所　

母
子
保
健

福
祉
担
当　
　
　
　

☎
23
・
２
１
０
２

・
健
康
福
祉
課　

母
子
福
祉
担
当　
　

 

☎
43
・
２
２
３
７

※窯業技術センター前の山側歩道は通行できません。
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町からのお知らせ行政ナビ１ 町からのお知らせ行政ナビ月

教育
　

小
学
校
段
階
は
、
幼
児
期
に
引
き
続
く

人
格
形
成
の
基
礎
を
つ
く
る
時
期
で
あ

り
、
思
春
期
へ
の
大
事
な
移
行
期
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
大
事
な
時
期
で
あ

る
だ
け
に
、
親
密
な
人
間
的
関
わ
り
と
自

立
活
動
が
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
圏
の
中
に
学
校

が
存
在
し
て
こ
そ
、
そ
れ
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
学
校
が
、
地
域
の
方
々

と
目
標
を
共
有
し
た
上
で
、
地
域
と
一
体

学
校
応
援
団
！
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
を
目
指
す
こ
と
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
は
、「
協

力
・
お
手
伝
い
レ
ベ
ル
」か
ら「
参
加
」、「
参

加
」
か
ら
「
参
画
・
協
働
」
へ
と
深
め
て

い
き
、
総
ぐ
る
み
で
教
育
活
動
に
関
わ
っ

て
学
校
を
盛
り
上
げ
、
地
域
が
活
性
化
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
学
校
教
育
課☎

43
・
２
３
２
４

有田の子どもたち

野菜作り
読み聞かせ

専門性を
生かした
授業の講師

クラブ活動

昔の
暮らし調べミシン

先生

丸つけ
先生

昔遊び

夏野菜と冬野菜作りをう
ね作り・種まきからお手
伝いください。冬野菜を
収穫したら、地域の方を
招待してだご汁パーティ

ーをします。

全学年・全クラス一
斉 に 行 っ て い ま す。
お昼休みの時間帯に
年間 10 回程度です。

しめ縄の作り方を
教えてください。

一輪車・茶道・将棋・
和 太 鼓・ 卓 球 な ど、
専門知識、経験のあ
る方大歓迎です！そ
うでない方も一緒に

楽しみましょう。

地域の昔の様子や
暮らし、道具など
についてお話して

ください。

エプロン作りの
補助をお願いし

ます。

国語と算数の復習プ
リントの丸つけです。
解答に添って丸つけ

をお願いします。

竹馬・コマ回し・お手玉・
竹とんぼ・おはじき・あ
やとり・まりつきなどの
コツを教えながら一緒に

遊んでください。

子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
活
動
に

参
加
し
て
　
　

み
ま
せ
ん
か
？

▲コミュニティスクールの具体的な活動の例

準
要
保
護
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　

準
要
保
護
と
は
、
病
気
や
離
職
な
ど
の

理
由
で
、
経
済
的
な
支
援
が
必
要
な
小
中

学
生
を
も
つ
保
護
者
に
対
し
、
お
子
さ
ん

が
安
心
し
て
義
務
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
認
定
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
た
書
類
を
も
と
に
、
認
定
基

準
の
該
当
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
教
育
委

員
会
に
諮
り
審
議
さ
れ
た
後
、
認
定
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
期
間
は
、
申
請
を
さ
れ
た
年
度
の

み
で
す
。
平
成
29
年
度
に
認
定
を
受
け
た

方
で
も
、
来
年
度
も
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
就
学
援
助
申
請
書　

１
部

②
民
生
委
員
意
見
書

③
所
得
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
）　

１
部

④
現
在
の
収
入
状
況
が
わ
か
る
書
類
（
源

泉
徴
収
票
・
給
与
明
細
〔

〕
な
ど
）

※
申
請
書
は
学
校
教
育
課
に
て
、
１
月
15

日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。
生
涯
学

準要
保護

習
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

提
出
期
間
▼

１
月
15
日
（
月
）
～
２
月
13
日
（
火
）

提
出
先
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
▼

・ 

認
定
は
、
家
族
全
員
の
手
当
や
年
金
な

ど
を
含
む
す
べ
て
の
収
入
状
況
で
判
断

し
ま
す
。

・ 

認
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で

に
保
護
者
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校

教
育
課
ま
た
は
地
区
の
民
生
委
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
年
度
途
中
の
申
請
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
▼

学
校
教
育
課
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

☎
43
・
２
３
２
４
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　明けましておめでとうございます。昨年は皆さんに

とってどんな 1 年だったでしょうか。

　地域おこし協力隊にとっては、隊員が３人に増員し、

活動の幅をぐぐっと広げられた 1 年になりました。上

野隊員の女性移住者目線の活動や、高橋隊員の素敵な

デザインを活かした発信は、今年も有田にとって大き

な力になること間違いなしで今から楽しみです。私た

ちの活動は SNS「アリタカラ」で見られるので検索

してみてください！

アリタカラ通信　- No. 7 -
毎月、地域おこし協力隊の活動をお届けします。今月は、佐々木元康さんのコラムです。

▲生放送用 QR コード

　さて、実は先月

から「ネットラジ

オ」を始めました。

ネ ッ ト ラ ジ オ は、

スマートフォンや

パソコンで好きな
▲第１回目の放送の様子
　（MC：古川愛子・佐々木元康）

ときに気軽に聴ける良さがあります。月２回くらい

のゆっくりしたペースで、有田ローカルのいろいろ

な物事を紹介していこうと思っています。

　年明けに、ラジオでお会いしましょう！

有田のラジオステーション「ランプ」

１月の放送日時▶１月８日（月）・21 日（日）

※両日とも 20 時から 30 分間放送。

詳しくは▶・まちのオフィス春陽堂　☎ 25・9230

　　　　　  ・メール　info.aritakara@gmail.com

▲過去放送はこちらから

第 12 回有田町子どもクラブ駅伝大会
“万全のたすきリレー”

８区に栄冠
　有田町子どもクラブ連絡協
議会が主催する「第 12 回有田
町子どもクラブ駅伝大会」が
昨年 12 月３日、歴史と文化の
森公園で開催されました。
　大会は各区対抗で行われ、
今年は 14 チームが出場。今年

区間賞受賞者　（敬称略）
区間 （距離） 名前 区

１区間 （1,862m） 野口　聖仁 ２区
２区間 （624m） 竹下　希愛 ８区
３区間 （778m） 百田　友菜 11 区
４区間 （856m） 旗島　　晴 ５区
５区間 （832m） 山口　桜羽 12 区
６区間 （624m）  浦　　威吹 ８区
７区間 （1,030m） 芝原幸之介 ８区
８区間 （604m） 岩谷　瑞稀 ６区
９区間 （1,204m） 金ヶ江ひとみ ３区

10 区間 （1,886m） 西村斗茂志 ３区
11 区間 （1,204m） 衞藤　亮人 ８区
12 区間 （856m） 照井　結衣 10 区

優秀選手賞受賞者　（敬称略）
区 名前 区 名前

１区 　祖慶　　歩 ８区 ◎衞藤　亮人
２区 　野口　聖仁 ９区 　山下　大輝
３区 　西村斗茂志 10 区 　岩永　翔斗
４区 　田中　嵩大 11 区 　福田　啓人
５区 　古川　大斗 12 区 　松尾　　勇
６区 　石原　侑凌 14 区 　川尻　泰翔
７区 　猿渡　翔真 16 区 　桑原菜々香

※ 13 区および 15 区は棄権

からコースが変更となり、総距離 12.36km で熱戦が繰り広げら
れました。競技は、各区から 12 人の小中学生が選抜され、厳
しい寒さをものともせず、元気いっぱいに走りました。終盤、
トップを走っていた 11 区を８区が捉え、接戦の末、８区が見
事優勝を果たしました。また、各区の監督より、特に頑張った

▲ 優勝した８区の皆さん

選手を「優秀選手」とし
て推薦してもらいました。
　大会の成績は次の通り
です。
優　勝▶８区（45 分 55 秒）
準優勝▶ 11 区（46 分８秒）
３　位▶６区（47 分 35 秒）

※ ◎は最優秀選手

有田のスポーツ情報
ガンバレ  アリタジン
マケルナ  アリタジン
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Ｌ
レ オ

ＥＯ鳥が運んでくるマイセンニュース  80

マ イ セ ン の 空 か ら 姉妹都市・マイセンのニュースやドイツ風
ビネット（コラム）をお伝えします。

明けましておめでとうございます！

PROFILE　　カイ・レオンハ－ト
ニックネームはレオ。1965 年マイセン市生まれ。自営業の
アーティスト、デザイナー。マイセン ･ 有田友好協会の共
同設立者、現在の会長。2001 年から２年間、有田窯業大学
校で講師を務める。

　犬は、ドイツで大変人気があるペ

ットです。全国で約 600 万匹の犬

が飼われています。ドイツでは、犬

が人間にとって最も親しい動物であ

るという考え方が強く、犬とレスト

ランへ行くと、犬には無料でお冷が

出てきます。ちなみに、飼い主の分

のお冷は、" 原則 " 有料です。

　話題は変わりますが、世界的に知

られているハチ公に関する映画は、

ドイツでは年齢を問わず人気があり

ます。この映画を見た多くのドイツ

人は同作品を何回も見て、東京を訪

れると渋谷まで足を運び、ハチ公像

にあいさつします。今年は「戌年」

ということで、ハチ公に会いに行

く外国人観光客がきっと増えるに

違いないと思います。

　私の個人的な意見ですが、これ

まで出会った戌年生まれの人は、

忠義を尽くすことができ、誠実さ

や親切さを持っている人と感じま

す。また、戌年は、長年力を入れ

たことの成果が見えてくる年でも

あると思っています。

　有田の皆さまが健康で、実りある

平和な戌年を迎えられますように。

今年もよろしくお願いします。

図書館からこんにちは

・ 東図書館（生涯学習センター　☎ 43・2327）

開館時間　９時 ～ 18 時　　

休館日　月曜日、１月１日（月）～３日（水）

・ 西図書館（役場２階　☎ 46・2915）

開館時間　９時 ～ 18 時　　

休館日　火曜日、１月１日（月）～３日（水）

※両館とも、新年は１月４日（木）から開館します。

☆ 新しい年のはじまりの月 ☆

１月の開館時間・休館日

　古くから日本では、季節の変わり目や縁起の良い日

にちなどを節目と考え、祝ってきました。中でも年の

始まりであるお正月は特に行事が多く、気持ちも新た

に新春を迎えたいものですね。

　図書館では職員一同、皆さまのご来館をお待ちして

おります。

　本年も、どうぞよろしくお願いいたします。

おすすめの本
「人生の気品」
（草笛光子，赤川次郎　

ほか著 / 新日本出版社）

　各界で活躍する 15 人の「人
生の転機」とは。味わい深い
逸話や格言などから「自分ら
しく、どう生きるか」を見つ
める一冊です。（東図書館所蔵）

「しめかざり
　新年の願いを結ぶかたち」

（森　須磨子　著 / 工作舎）
　宝珠、鶴、海老、俵 ... しめ
飾りにはさまざまな形があり
ます。
　全国を訪ね歩いた著者が、
それに込められた土地の祈り
と人々の願いを読み解きます。

（西図書館所蔵）
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保健事業　　　　　　　　　　※場所は福祉保健センターです。　　　 詳しくは

▲

健康福祉課　☎ 43-5065
▼行事名 ▼対象者・備考 ▼日（曜） ▼受付（実施）時間
母子手帳交付と母親学級 妊婦 ４（木）・９（火）・15（月）・22（月）・29（月）・2/5（月）16時～16時15分（17時まで）
母と子の広場 乳幼児と保護者 22（月）・29（月） （10 時～ 12 時）
れんげのつどい 乳幼児と保護者 15（月）・2/5（月） （10 時～ 12 時）
４カ月児健診 平成 29 年９月生まれ 23（火） 13 時～ 13 時 30 分
７カ月児健診・ＢＣＧ接種 平成 29 年６月生まれ 16（火） 13 時～ 13 時 30 分
12 カ月相談 平成 29 年１月生まれ 23（火） ９時～ 11 時
２歳児相談 平成 27 年 12 月生まれ 16（火） ９時～ 11 時

３歳半健診
平成 26 年５月～６月生まれ 17（水）

12 時 45 分～ 13 時 15 分
平成 26 年７月生まれ 2/1（木）

健康トレーニング体験教室 町内在住の方 ４（木）・2/1（木） 事前に予約が必要です

暮らしのカレンダー　2018 年１月

相談
▼行事名 ▼日（曜）▼実施時間 ▼場所など

行政書士
無料相談会

17（水） 10 時～ 12 時
東出張所
相談内容：相続、遺言のみ

こころと
からだの相談日

月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
福祉保健センター

消費生活相談 火・木　９時～ 16 時 30 分　東出張所（☎ 43-2105）

年金相談
（要予約）

10（水） 10 時～ 15 時 東出張所

予約は住民環境課へ（☎ 46-2114）

障害者相談 月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
障害者生活支援センター

（☎ 23-3512）

発達障害児（者）
相談（要予約）

４（木）
18（木）

10 時～ 17 時 障害者生活支援センター

予約は NPO 法人「それいゆ」へ（☎ 090-6296-7550）

視覚障害児（者）
相談

月～金
８時 30 分～

17 時 15 分
佐賀県立盲学校

（☎ 0952-23-4672）

こころの相談
（要予約）

23（火）
９時～ 16 時　　　   役場１階町民ロビー内

（12 時～ 13 時は除く）    ミーティングルーム

予約は健康福祉課へ（☎ 43-2237）

人権・行政相談 17（水） ９時～ 12 時
有田町西公民館 中会議室

生涯学習センター 青少年相談室

介護相談 16（火） 10 時～ 12 時 有田町社協会館

法律相談
（要予約）

16（火）
13 時～ 16 時 有田町社協会館

予約は社会福祉協議会へ（☎ 41-1315）

オストメイト相談
会＆情報交換会

25（木）
９時 30 分～ 12 時　伊万里市民交流プラザ

日本オストミー協会 古賀（☎ 090-4510-7503）

家計の困りごと
相談室

19（金）
10 時～ 16 時 東出張所 第一会議室

予約は前日 16 時までに、グリーンコープ
生協さがへ（☎ 0952-36-8402）

予防接種（個別）
▼予防接種名 ▼対象者・備考
Ｂ型肝炎ワクチン 生後２カ月～１歳未満
ヒブ 生後２カ月～５歳未満
小児肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満
四種混合（百日咳 ･ ジフテリア ･
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）1 期 １歳～２歳未満
水痘（水ぼうそう） １歳～３歳未満

ＭＲ（麻しん ･ 風しん）２期
平成 23 年４月２日～

平成 24 年４月１日生まれ
日本脳炎  １期 ３歳～７歳６カ月未満
日本脳炎  ２期 ９歳～ 13 歳未満
２種混合（ジフテリア・破傷風） 小学６年生

成人用肺炎球菌

高齢者インフルエンザ 満 65 歳以上の希望者

※指定医療機関は健康カレンダーを参照してください。
　また、予約の際に接種日 ･ 時間をお確かめください。

今年度（平成 30 年３月 31 日までに）、65 歳・
70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・
100 歳で過去に接種したことがない方

休日医
伊万里休日急患医療センター　　　　       ☎ 23-9910

イベント
▼行事名 ▼日（曜） ▼時間 ▼場所など
町政功労者表彰
名刺交換会

３（水） 12 時 30 分～ 焱の博記念堂

成人式 ３（水） 14 時～ 焱の博記念堂
新春歩く会 ４（木） ８時 30 分～ 東出張所駐車場
官公庁執務始め ４（木）
新年席書会 ６（土） 10 時～ 焱の博記念堂

消防出初式 ７（日）
８時 30 分～

11 時
歴史と文化の

森公園
子育てサロン

「ちろりん村」
第２～５
火曜日

10 時 30 分
～ 15 時

老人福祉センター
「ちとせ」

農産物出張販売
12（金）・
26（金）

10 時～ 12 時 東出張所入口

社協つどい場
おしゃ Very カフェ

15（月） 11 時～ 15 時
老人福祉センター

「ちとせ」

リサイクルデー
21（日）
９時～ 11 時

外尾山防災広場、立部リサイクルス
テーション、有田町リサイクルプラザ

社協福祉のつどい 28（日） ９時 30 分～ 福祉保健センター

休日歯科医
▼日（曜） ▼休日歯科医 ▼電話番号

１（月） イワサキ歯科医院（桑古場） ☎ 43-2611

２（火） ますだ歯科医院（本町） ☎ 41-1184

３（水） 森田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-3044

７（日） 家永歯科医院（南原） ☎ 42-2074

８（月） 下田歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2118

14（日） 小野歯科医院（伊万里市山代町） ☎ 28-2066

21（日） 家永歯科医院（南原） ☎ 42-2074

28（日） 高瀬歯科医院（伊万里市二里町） ☎ 22-5828

2/4（日） 吉冨歯科医院（伊万里市伊万里町） ☎ 23-2415

※１月の労働相談はお休みです。
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詳しくは ▼健康福祉課　 ☎ 43・5065

皆さんに役立つ情報を紹介する保健師のコーナーです
保
健
師
と

い
っしょに

●塩分の取りすぎが明らかに

　厚生労働省が推奨する１日当たりの塩分摂取量は、

男性は８g 未満、女性は７g 未満、高血圧治療中の方

は６g 未満となっています。

　特定健診の際に、同意を得られた方を対象に一日塩

分推定摂取量を測ったところ、男性平均が 9.7g、女

性平均が 9.2g で、推奨摂取量を大きく上回っている

ことがわかりました。

●塩分を取っているほど、血圧も上がっている !?

▼各地区の男女の塩分摂取量と血圧の関係

　塩分の取りすぎは、血圧を上げると言われているよ

うに、男女とも西地区の方が塩分摂取量が多く、血圧

有田町の皆さん、塩分取りすぎています！
～毎月17日は減塩の日～

塩分摂取量（g/ 日） 血圧平均値（mmHg）

東地区・男性 9.5 128/80
西地区・男性 9.9 130/80
東地区・女性 9.2 121/75
西地区・女性 9.3 123/75

値も高くなっています。食習慣を見直し、血圧を上げ

ないようにして血管を守りましょう。

●塩分を減らすポイント

①「かける」から「つける」へ

　醤油やソースには、塩分が多く含まれています。「か

ける」のではなく、「つける」ことで塩分を減らすこ

とができます。

②麺類の汁は残すようにしましょう

　うどんやラーメンの汁を全部飲んでしまうと、１日

当たりの塩分摂取推奨量以上の塩分を取ってしまいま

す。なるべく汁は残しましょう。

③だしをしっかりとりましょう

　だしをしっかり取ることで、塩気が少なくてもおい

しくいただけます。

④スパイスやお酢を上手に活用しましょう

　スパイスやお酢を加えることでアクセントになり、

塩気がなくても満足感が得られやすくなります。

有田町の国際交流員、マニュエル・ペーター・サドフスキーさんのコラムです。

ベルリンの国際グリーン ･ウィーク

Deutschland divers vol.27
ド      イ     チ   ュ     ラ   ン   ド　  デ ィ ヴ ェ ル スいろんなドイツ

　皆さん、F
フ ロ ー ヘ ス

rohes n
ノ イ エ ス

eues J
ヤ ー

ahr!!

（明けましておめでとうございます )

　日本では毎年、ゴールデン・ウ

ィークという連休がありますが、

ドイツにはゴールデン・ウィーク

のようなものがありません。休日

ではありませんが、私の故郷のベ

ルリンでは毎年、「国際グリーン・

ウ ィ ー ク（I
イ ン タ ー ナ ツ ィ オ ナ ー レ

nternationale G
グ リ ュ ー ネ

rüne 

W
ヴ ォ ッ ヘ

oche）」というものがあります。

これは、国際的な農業見本市とい

う大規模な一般公開イベントです。

　この見本市の歴史は、1926 年に

始まり、戦争などで開催できなか

った年もありますが、今年は第 83

回目となります。今年は１月 19 日

～ 28 日の 10 日間開催されます。

グリューネ・ヴォッヘは毎年１月

に行われているので、ベルリン市

民が年明けてすぐ楽しみにしてい

る大イベントです。また、メディ

アでよく取り上げられ、全国的に

もよく知られているので、市外か

らも多くのお客さまにお越しいた

だき、期間中の来場者は合計で 40

万人を誇っています。

　また、グリューネ・ヴォッヘでは、

約 60 カ国から 1600 店舗以上もの

食品や園芸関係の出店があり、そ

のうち３割が国外からの出店です。

　入場料は 15 ユーロ（日本円で約

2000 円）かかりますが、会場で世

界中の料理を味わうことができま

す。会場内ではおいしいものを食

べれば食べるほど、さらにお金を

使いますので、予算を気にしつつ

楽しむイベントだと思います。観

光客として「必ず行った方がいい」

とまでは思いませんが、真冬の１

月にベルリンを訪問した際には一

度体験してみてはいかがでしょう

か。その際は、お腹を空かせて行

ったほうが良いかもしれませんよ。

　それでは、今年もよろしくお願

いします！
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№112地域包括支援センターだより

11月11日は介護の日でした。県内

でも介護の日は、さまざまな介護に関

するイベントが開催されていました。

有田町でも、11月10日に介護相談

会、福祉用具の展示、有田健康体操を

行いました。福祉用具の展示では若い

方々も興味を示されていました。自分

がその立場にならないと実感がわかな

いと言われる福祉分野ですが、こうや

って身近に感じることができる機会を

つくることは良いことだと感じまし

た。これからも、福祉が身近に感じて

もらえるように努力していきます。

「不用品があれば買い取る」と女性が訪問してきた。

突然だったので、すぐには用意できないことを伝えると、

１時間後に今度は男性が来た。いらない洋服などを出し

たが「壊れた宝飾品があれば出してほしい」と言われ、

指輪などを含めて２万５千円で買い取ってもらった。そ

の後、形見の指輪を渡したことを後悔し、また買い
取り価格が安すぎると思い、買い戻したいと電話をし

たところ「商品は別の業者に渡してしまった」

と言われた。

訪問販売や通販などでお困り事があればすぐにお電話を!!

☎43・2105 火曜日・木曜日 8:30～17:15 消費生活相談

☎43・2196 平　　日 8:30～17:15 有田町地域包括支援センター

問い合わせ先

介護の日に
相談会を開催しました

要 注 意 有田町でも増加中
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地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口です。お気軽にご相談ください。
健康福祉課内地域包括支援センター（福祉保健センター）☎ 43・2196

平成30年度 学生募集
　新たな仲間とともに“楽しみながら”学べて、地域で活かせるカリキュラムです。

もっとふるさとを知る。新しい仲間を作る。ゆめさが大学には素敵な出会いがたくさん待っています。

講義内容をさらに充実させて、あなたのご入学をお待ちしています。

１．講義内容
　佐賀の歴史（維新 150 年）、栄養と健康、時事問題、陶磁器、環境と防災、話し方、パソコン・イ

ンターネット、ボランティア、軽スポーツ、世界遺産を巡るバス研修、著名人の講演会　など

※歴史やパソコンなどの集中講座も選択できます。

２．応募資格
　おおむね 60 歳以上の方

３．主な講義会場
●佐賀校　「アバンセ」佐賀市天神

●唐津校　「りふれ」唐津市二タ子

●鹿島校　「かたらい」 

鹿島市大字高津原

４．募集人数・開講曜日
　●佐賀校　基礎課程 70 人×２組（火曜日）

　　　　　　大学院 70 人×２組（木曜日）

　●唐津校　基礎課程 50 人（火曜日）

　　　　　　大学院 50 人（水曜日）

　●鹿島校　基礎課程 60 人（木曜日）

５．応募締切
　平成 30 年３月 16 日（金）　※締切日以降も定員になるまで受け付けます。

６．受講料
　年間 36,000 円、入学金 10,285 円（大学院は不要）、その他一部の教材費など

７．受講期間
　平成 30 年４月から２年間（週１回、年間 30 日開講）

　※大学院は１年間。

８．申込方法
　入学願書の提出が必要です。詳しくは事務局までお尋ねください。

ゆめさが大学事務局

　公益財団法人佐賀県長寿社会振興財団

　〒 840-0804　佐賀市神野東二丁目６- １　☎ 0952・31・4165

申し込み・問い合わせ先

▲受講者は、楽しみながらさまざまな分野について勉強して
います。
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【有料広告】

0955 - 43 - 2500
お問い合わせ連絡先

有田ケーブル・ネットワーク ( 株 )

皆さまのお宅まで光ファイバーをお届けします。
ケーブルテレビはもちろん、インターネットサービスも快適環境でご利用になれます。

ケーブルテレビ＋インターネット
ケーブルプラス電話＋インターネット ＝ au スマートバリュー

※スマートバリュー適応には、条件があります。ご確認ください。
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日
（
金
）

募
集
対
象
▼
陶
磁
器
業
界
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
方

面
接
日
時
▼
２
月
17
日
（
土
）

詳
し
く
は
▼

窯
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

窯
業
人
材
課

（
有
田
窯
業
大
学
校
内
）

☎
42
・
３
１
４
４
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寄附御礼

　町の教育振興のために
活用させていただきます。
　誠にありがとうござい
ました。

有田焼未来
プロジェクト様

（チャリティコンサート益金）

平
成
30
年
２
月

県
営
住
宅
入
居
予
備
者
募
集

指
定
管
理
者　

川
原
建
設
㈱　

募
集
団
地
▼

有
田
町
・
伊
万
里
市
地
区
（
４
団
地
）

申
込
書
の
配
布
時
期
▼

２
月
１
日
（
木
）
～
３
日
（
土
）

受
付
期
間
▼
２
月
５
日
（
月
）
～
13

日
（
火
）　

９
時
～
19
時

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
は
休
み
。

受
付
場
所
▼
指
定
管
理
者 

川
原
建

設
㈱ 

伊
万
里
管
理
室

（
伊
万
里
市
新
天
町
坂
口
１
２
２
・
４　

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館
）

添
付
書
類
▼
申
請
書
に
、
所
得
に
関

す
る
書
類
（
入
居
す
る
家
族
全
員
の

平
成
29
年
度
の
所
得
証
明
書
お
よ
び
平

成
29
年
分
の
源
泉
徴
収
票
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

公
開
抽
選
日
▼
２
月
19
日
（
月
）

詳
し
く
は
▼
指
定
管
理
者 

川
原
建

設
㈱ 
伊
万
里
管
理
室　☎

20･

４
５
１
１

　

パ
ソ
コ
ン
の
お
手
入
れ
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時
▼
２
月
10
日
（
土
）

・ 

午
前
の
部　

10
時
～
12
時

・ 

午
後
の
部　

13
時
～
15
時

場
所
▼

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

講
習
室

受
講
料
▼
無
料

募
集
人
数
▼
午
前
の
部
・
午
後
の
部

い
ず
れ
も
６
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限
▼
２
月
７
日
（
水
）

申
込
方
法
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

シ
ニ
ア
情
報

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
賀
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

シ
ニ
ア
情
報

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
賀
（
野
中
）

☎ 

０
９
０
・
２
５
１
９
・
１
６
３
８

パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

シ
ニ
ア
お
困
り
ご
と
相
談
会

Ｓ
Ｉ
Ａ
佐
賀　

社
会
人
の
た
め
の就農

基
礎
講
座

佐
賀
県
農
業
大
学
校　

日
時
▼
２
月
14
日（
水
）～
16
日（
金
）

場
所
▼
佐
賀
県
農
業
大
学
校
（
佐
賀

市
川
副
町
南
里
）

内
容
▼
新
規
就
農
支
援
制
度
、
栽
培

実
習
体
験
、
野
菜
生
産
の
講
義
、
野

菜
流
通
研
修
な
ど

対
象
者
▼
県
内
で
就
農
を
目
指
す
65

歳
未
満
の
社
会
人

定
員
▼
10
人

申
込
期
限
▼
１
月
31
日
（
水
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

佐
賀
県
農
業
大
学
校

☎
０
９
５
２
・
45
・
２
１
４
５

伊
万
里
税
務
署

確
定
申
告
相
談
会
場
の
開
設

伊
万
里
税
務
署　

　

伊
万
里
税
務
署
の
確
定
申
告
相
談

会
場
は
、
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
開

設
し
ま
す
。
受
付
時
間
は
９
時
か
ら

16
時
ま
で
で
す
。

　

２
月
15
日
（
木
）
以
前
の
税
務
署

で
の
相
談
は
、
申
告
会
場
が
開
設
さ

れ
て
お
ら
ず
、
限
ら
れ
た
人
員
で
対

応
し
ま
す
の
で
、
申
告
者
の
皆
さ
ま

を
大
変
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

可
能
な
限
り
相
談
体
制
が
整
う
２

月
16
日
（
金
）
以
降
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
▼
伊
万
里
税
務
署

☎
23
・
３
１
４
７

【有料広告】

弁護士　　鬼  橋  正  敏  （佐賀県弁護士会所属）

事務所　　〒 843 - 0022　佐賀県武雄市武雄町大字武雄字竹下 5663 - 2
　　　　  TEL ： 0954 - 22 - 6331　　
　　　　  FAX ： 0954 - 22 - 6332

弁護士法人

みどり法律事務所
Midori Law Office

詳しくは ▼ 建設課　☎ 46・5615

■   定住促進住宅  空室状況   ■

　定住促進住宅（サンコーポラス有田）の入居者を募集して
います。空室の見学もできますので、入居や見学を希望さ
れる方は建設課へご連絡ください。

空室数　　 〔12 月末日現在〕

９部屋（１号棟：５部屋、２号棟：４部屋）

　ふるさと納税で有田町に寄附いただいた件数と金額をお知ら
せします。

■  ふるさと納税   ■

件　数 金　額
平成 29 年 11 月分 4,179 件 148,724 千円　
平成 29 年度累計 10,027 件 402,519 千円　

※キャンセルや返金などで前月以前分が変更になり、累計が
合わないことがあります。  詳しくは▶総務課　☎ 46・2111
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※ 11 月 16 日から 12 月 15 日までに掲載の申し出をいただいた方々です。

お誕生おめでとう（敬称略）
氏　名 保護者  地　区 
諸岡　直央斗（なおと） 直・しおり  泉　山

大串　梨晏（りあん） 秀人・美樹  戸　杓

友永　美蒼（そら） 武剛・沙織  戸　杓

冨田　愛七（あいな） 浩伸・愛絵  本　町

石橋　暁（さとし） 啓光・沙也香  南　原

久間　みのり 良一・ひかる  南　原

古川　大斗（だいと） 雄一・由真  黒　川

池田　大和（やまと） 泰 ・なるみ  大木宿
おくやみ（敬称略）

氏　名  　　年　齢           地　区
池田　廣孝  　　９７           泉　山

中原　學  　　８４           泉　山

吉村　リツ子  　　８６           上幸平

岸川　貞光  　　９１           赤絵町

庄村　喜美江  　１０１           赤絵町

松枝　 子  　　９４           中の原

島　善則  　　７９           大　野

吉島　アサ子  　　９７           戸　杓

岸川　和枝  　　９０           本　町

原　君代  　　８４           本　町

下村　安葊  　　８３           赤　坂

松林　知早子  　　７９           赤　坂

福田　信一  　　９６           外尾山

秀　文男  　　７７           外尾町

勝本　一郎  　　８６           南　原

金武　アキノ  　　８３           南　原

辻　ミサ  　　９６           南　山

福島　ソノ  　１０３           楠木原

山本　一之  　　７７           北ノ川内

岩永　賢幸  　　８３           下内野

中島　國弘  　　７２           大木宿

石橋　末好  　　７６           下山谷

梅﨑　𠮷弘  　　８４           下山谷

藤　弘昭  　　８８           山谷牧

川原　照美  　　５４           二ノ瀬
人の動き 　　　　   平成 29 年 12 月１日現在

（前月比）　
人　口   20,366 人 （－１９人）　
男　性 9,524 人 （　－８人）　
女　性 10,842 人 （－１１人）　
世帯数 7,841 世帯 （－１１世帯）　

佐賀県の最低賃金が改定されました
■ 地域別最低賃金

・佐賀県最低賃金　７３７円（平成 29 年 10 月６日～）
■ 特定（産業別）最低賃金

・ 一般機械器具製造業関係　８２７円（平成 30 年１月３日～）
・ 電気機械器具製造業関係　７９５円（平成 29 年 12 月 22 日～）
・ 陶磁器・同関連製品製造業　７３８円（平成 29 年 12 月２日～）
　なお、①賞与などの臨時の賃金、②深夜などの割増賃金、
③通勤手当などは、最低賃金に含まれません。
詳しくは▶佐賀労働局　☎ 0952・32・7179

■  町交際費 11 月   ■
項　目 金　額 備　考
会　費 29,000 円 東京有田会総会・懇親会会費 ほか１件

雑　費 29,030 円 東京有田会総会懇親会土産（特産品） 
ほか２件

合　計 58,030 円

※雑費には、各種組織の総会等に支出するお祝いが含まれます。
詳しくは ▼  総務課　☎ 46・2111

【有料広告】

【有料広告】

司法書士 田代綜合法務事務所
司法書士 田代宏章　認定番号 第629076号

TEL 0954-28-9257

武雄市武雄町大字昭和829番地 吉武テナント
１階東側〈佐賀地方法務局武雄支局より徒歩１分〉

お気軽にご相談ください。夜間、土日も相談可。

相続・遺言　成年後見　裁判書類作成　等
不動産の売買・贈与　会社設立・役員変更

受付時間／平日9:00～17:00
（夜間・土日のご相談はご予約にて）

☆ お誕生日おめでとう ☆
２月生まれ出演者大募集 !!

対 象 者 …２月にお誕生日を迎える町内在住の３歳以下のお子さん
申込方法  …メールまたは郵送でお子さんの氏名（ふりがな）・生年月日・

性別・地区名・保護者の氏名・電話番号・ 写真にお誕生日
おめでとうメッセージ（40 字以内）を添えて下記係まで。

申込締切日  … １月 10 日（ 水 ）
あ て 先 … 〒 849 - 4192　有田町立部乙 2202　有田町役場　 
　　　　　　総務課　「 お誕生日おめでとう 」係
　　　　　    E メール　soumu@town.arita.lg.jp
※ 応募多数の場合は抽選となります。写真は返却できません。
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１歳

平成 29 年１月 19 日 生まれ

金
かね

子
こ

 凜
り

音
おと

 くん

（ 泉山 ）

１月生まれお誕生日おめでとう

１歳

誕生日おめでとう♡ !!

これからもどんどん大き

平成 27 年１月 14 日 生まれ

諸
もろ

岡
おか

 優
ゆ

依
い

斗
と

 くん

（ 泉山 ）

３歳

福
ふく

田
だ

 悠
ゆう

人
と

　くん

平成 29 年１月２日 生まれ
（ 下本 ）

１歳のお誕生日おめでと

う♡たくさん笑ってたく

さ ん 食 べ て、

すくすく大き

くなってね！

平成 29 年１月５日 生まれ

お誕生日おめでとう！生

まれてきてくれてありが

泊
とまり

 花
は

奈
な

　ちゃん

（ 蔵宿 ）

１歳

とう♡これか

らも笑顔を大

切にしてね！

くなって姉ちゃ

んといっぱい遊

ぼうね☆☆

車が大好きなゆうくん、

ご飯いっぱい食べて元気

秀
ひで

 優
ゆう

真
ま

　くん

平成 28 年１月 21 日 生まれ

（ 南原 ）

２歳

に大きくなろ

うね！

平成 27 年１月 24 日 生まれ

小
こ

林
ばやし

 燈
とう

正
ま

 くん

（ 丸尾 ）

３歳

お誕生日おめでとう !!

いつまでも心やさしいお

兄ちゃんでい

てね！

お誕生日おめでとう！

これからも元気いっぱい

で 優 し い お

兄 ち ゃ ん で

いてね☆

平成 29 年１月 26 日 生まれ

池
いけ

田
だ

 琴
こと

子
こ

 ちゃん

（ 黒牟田 ）

１歳

一歳のお誕生日おめでと

う！笑顔いっぱいで大き

平成 29 年１月 25 日 生まれ

石
いし

橋
ばし

 永
と

羽
わ

 くん

（ 下山谷 ）

１歳

くなってね！

元気いっぱいの永羽☆

これからもお姉ちゃんと

仲良く大きく

育ってね！

平成 29 年１月 28 日 生まれ

井
い

守
もり

 美
みつ

葉
は

 ちゃん

（ 戸杓 ）

１歳

美葉へ誕生日おめでとう

♡これからもご飯をモ

平成 29 年１月 26 日 生まれ

林
はやし

 尭
たか

希
き

 くん

（ 外尾山 ）

１歳

リモリ食べて

大きく元気に

育ってね♪

１歳のお誕生日おめでと

う♡強くてやさしい男の

子 に な っ て

ね☆
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第115回
有田国際
陶磁展　
作品募集
- 115th Arita International Ceramics Competition -

■開催趣旨
　我が国における磁器発祥の地、佐賀県有田町に世
界の陶磁器作品を集め、一般の鑑賞に供し、技術の
交流、品質の向上、デザインの改善を図り、伝統工
芸の継承と産業的発展を期して、この陶磁展を開催
します。
■賞
○美術工芸品・オブジェ部門
文部科学大臣賞　1名（副賞 100 万円）ほか
○産業陶磁器部門
経済産業大臣賞　1名（副賞　50 万円）ほか
■審査員
　今回、審査員の方々を事前に公表しています。
○美術工芸品・オブジェ部門
・	大樋　年雄（現代工芸美術家協会常務理事）
・	鈴木　徹　	（日本工芸会理事）
・	外舘　和子（多摩美術大学兼任講師）
○産業陶磁器部門
・	鹿児島　睦（M,K,W＆ S,Y）
・	富川　匡子（婦人画報&美しいキモノ編集長）
・	横沢　敏　	（有限会社知新堂　代表取締役社長）

■応募期間
４月９日（月）～ 11 日（水）
■展示期間
４月 29 日（日）～５月６日（日）
■会場
○美術工芸品・オブジェ部門
佐賀県立九州陶磁文化館
○産業陶磁器部門
佐賀県陶磁器工業協同組合
※前回までは、産業陶磁器部門は、有田商工会議所で
開催していましたが、有田商工会議所の事務所移転
に伴い、会場が変更となりました。
■応募・問い合わせ先
有田国際陶磁展事務局（有田町役場商工観光課内）
TEL：0955-46-2500
FAX：0955-46-2100
E-mail：syoko@town.arita.lg.jp
HP：http://www.town.arita.lg.jp/
　　　main/120.html
■主催
佐賀県・有田町・有田商工会議所


